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駒駒澤澤大大学学００－－３３明明治治大大学学  

関関
東東
２２
部部
のの
明明
大大
にに  

屈屈
辱辱
のの
敗敗
戦戦  

逆
転
勝
利
で
総
理
大
臣
杯
出
場
権

を
獲
得
し
た
喜
び
も
つ
か
の
間
。
駒
大

は
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い
敗
戦

を
喫
し
た
。
そ
れ
は
０
―
３
と
い
う
ス

コ
ア
が
表
す
以
上
の
大
敗
だ
っ
た
。 

試
合
は
開
始
２
分
、
日
高
の
シ
ュ
ー

ト
を
皮
切
り
に
終
始
明
大
ペ
ー
ス
で

進
ん
で
い
っ
た
。
立
ち
上
が
り
か
ら
両

サ
イ
ド
を
使
っ
て
攻
め
入
る
明
大
に

対
し
駒
大
の
戦
い
振
り
は
地
に
足
が

つ
い
て
い
な
い
印
象
。
失
点
シ
ー
ン
は

早
く
も
訪
れ
た
。
藤
浦
、
松
ヶ
枝
と
わ

た
っ
た
ボ
ー
ル
を
最
後
は
再
び
藤
浦

に
右
足
で
押
し
込
ま
れ
先
制
を
許
す
。

先
制
弾
で
勢
い
に
乗
っ
た
明
大
は
右

サ
イ
ド
の
日
高
を
中
心
に
怒
涛
の
攻

撃
を
仕
掛
け
る
。
駒
大
は
そ
れ
を
制
す

る
の
が
や
っ
と
。
１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で

前
半
を
折
り
返
す
。 

後
半
を
迎
え
た
状
況
は
逆
転
に
成

功
し
た
前
試
合
と
同
じ
。
５０
分
、
左
サ

イ
ド
新
川
か
ら
の
セ
ン
タ
リ
ン
グ
を

小
林
竜
が
持
ち
直
し
シ
ュ
ー
ト
を
放

つ
。
惜
し
く
も
シ
ュ
ー
ト
は
Ｇ
Ｋ
の
正

面
に
飛
ん
で
し
ま
う
が
、
幸
先
の
よ
い

ス
タ
ー
ト
に
駒
大
の
反
撃
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
。
だ
が
こ
の
シ
ュ

ー
ト
シ
ー
ン
は
唯
一
明
大
ゴ
ー
ル
を

脅
か
す
シ
ー
ン
で
も
あ
っ
た
。
後
半
に

入
っ
て
も
明
大
の
素
早
い
サ
イ
ド
チ

ェ
ン
ジ
や
容
赦
な
い
カ
ウ
ン
タ
ー
攻

撃
に
、
駒
大
は
翻
弄
さ
れ
続
け
る
。
５９

分
、
左
サ
イ
ド
を
崩
さ
れ
追
加
点
を
許

す
と
、
駒
大
は
交
代
枠
を
使
い
切
る
と

い
う
苦
肉
の
策
で
手
を
打
つ
が
効
果

は
得
ら
れ
ず
。
８７
分
に
は
小
川
に
だ
め

押
し
の
３
点
目
を
決
め
ら
れ
万
事
休

す
。
結
局
、
こ
の
試
合
最
後
ま
で
駒
大

の
エ
ン
ジ
ン
は
一
向
に
か
か
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。 

関
東
２
部
所
属
、
言
っ
て
し
ま
え
ば

格
下
相
手
の
チ
ー
ム
に
屈
辱
の
敗
戦
。

試
合
後
、
選
手
た
ち
は
足
早
に
練
習
へ

と
向
か
っ
た
。
「
ほ
ん
と
に
頑
張
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
」（
中
後
）
。
今
ま
さ
に

駒
大
の
正
念
場
が
訪
れ
て
い
る
。 
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ドリブルで突破を試みるも明大

デイフェンスの前に屈した原。

この日駒大の得点チャンスはゼ

ロに等しかった 

(撮影・野澤俊介）

    


